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論文内容の要旨

有限群Gの位数を割る整数n に対し， Fn を G の元で位数がn を割るものの全体とする。 1900年頃フロベニウスは，

I Fn I が nで割れることを示した。又，フロベニウスは I Fn I = nを満すとき Fn は Gの部分群となることを予想した。

この予想をフロベニウス予想という。フロベニウス予想、の最小位数の反例を G としたときツェムリンによってG は単

純群であることが示された。そしてルストー八牧の一連の研究を経て， Gが (An(g) ，) 2An(旦)， R，(旦)， Dn(旦)，2Dn (旦)に

なることがわかった。

本論文において G は上に挙げたどの単純群にもならないことを示し，フロベニウス予想を肯定的に解決した。

定理 フロベニウス予想は正しい。

証明ではもし I Fn I = n =1= 1 としたとき，或る極大可換部分群に含まれるホール部分群Hで I HI が I GI /n又は，

nを割るものが存在することに注目し， I G I =n を示し， Gが反例とはなり得ないことを示した。

論文審査の結果の要旨

飯寄君は，この論文において有限群論におけるフロベニウス予想のうち，最後まで残されていた部分，すなわち有限

体上の直交群とユニタリ群の場合にも，この予想が成立することを示した。これによりこの予想は完全な肯定的解決を

みたことになる。これは，極めて画期的な成果であり，博士(理学)の学位論文として十分価値あるものと認める。
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